「文学革命」 から「革命文学」 の時代への転換(下)--馮乃超の日本におけるマルクス主義文芸理論の受容 by 工藤 貴正
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 １） ・ 陳芳明編選『張深切』国立台湾文学館、台湾現当代作家研究資料彙編52、
2014.12、53‒54頁
  ・ 康来新、許秦蓁編選『劉吶鷗』国立台湾文学館、台湾現当代作家研究資料彙編
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   一．日本無産階級運動的前史
   　１．由日中、日俄戦争至明治末葉
   　２．大正元年至大正六年（1912‒1917）
   二．無産階級運動的勃興
   　１．経済的鬥争─工会運動之勃興（1918‒1920）
   　２．一九二零─ 一九二二年前半的状態
   三．向政治的階級鬥争之転化及其展開
   　１．“政治的傾向” 及左右両翼之分化（1922‒1925）
   　　ａ．無政府主義者没落和日本共産党的創立
   　　ｂ．日本労動総同盟的分裂及農民労動党的創立
   　２．所謂 “合法的無産政党” ─改良主義政党（1926‒1927）
   　　ａ．由労動農民党的成立及其分裂至第一回党大会











 ８） 鹿地亘『中国の十年』時事通信社、1948.3、95頁 
 ９） 中井政喜「第八章 ルナチャルスキーの人道主義」『魯迅後期試探』（名古屋外国語
大学出版会、2016.10）の要点を筆者が整理した。 
